
■日本緩和医療学会 第8回関西支部学術大会 日程表　2026年10月10日（土）京都府立京都学・歴彩館、稲盛記念会館 後日オンデマンド配信予定

第1会場 第2会場 第3会場 第4会場 第5会場 第6会場（午前） 第6会場（午後）

大ホール 小ホール 講義室104 講義室208 講義室210 講義室209 講義室203

2026年9月14日時点

9:10 9:10-9:20 開会式

歴彩館 稲盛記念会

9:00

9:20

9:30
9:30-10:00(30分）
●講演１
AI時代の緩和ケア AIは緩和ケアをどう変え
るか？
座長：大武陽一
演者：淺野耕太

9:30-10:00(30分）
●講演２
骨転移に対するリハビリテーション
座長：熊野宏治
演者：田宮大也 9:30-10:30（60分）

●シンポジウム１
事例で学ぶ小児緩和ケアコミュニケーショ
ン ～こども・家族との対話を支える実践知
の共有～
座長：畑祥子
演者：岩﨑由美子、佐々木美和

9:40

9:50

10:00

10:00-10:30（30分）
●医師セッション
緩和医療における放射線治療
座長：藤原恵
演者：増井浩二

10:10

10:40-11:40（60分）
●ワークショップ
― 多職種コミュニケーションのズレを知る
60分 ―
座長：七澤ゆきの、田上恵太
演者：西谷友美、川北一貴、北地春菜、
　　　小山佐知子

10:50

11:00

11:10

11:20

11:20-12:10（50分）
●特別講演
腎不全の緩和ケア 腎代替療法
座長：上野博司
演者：美馬晶

11:30

11:40

11:50

12:00

10:10-11:10（60分）
●シンポジウム２
多職種で紡ぐ非がん性呼吸器疾患の緩和ケ
ア―いつからはじめる？どう支え続ける？
―
座長：坂下明大、杉浦康代
演者：松田能宣、豊早苗

10:10-11:10（60分）
●シンポジウム３
病院と在宅医療が協働し合う、新しい退院
支援のかたち ―訪問診療/訪問看護が病院
に出向く‼地域の緩和ケアの質が向上する新
たな協働モデル―
座長：岡山容子
演者：能勢悠介、大津裕佳
　　　谷口香織、平山司樹

10:20

10:30

10:40
10：40-11：10（30分）
●臨床心理士/公認心理師セッション
なぜ緩和領域に立ち続けてきたのか ～心理
士の七転八起臨床～
座長：高橋可奈子
演者：岡本恵、相田貴子、畑祥子

13:50-14:50（60分）
●パネルディスカッション１
心不全患者の生き方を支えるアドバンス・
ケア・プランニング（ACP）
座長：吉岡さおり
演者：栗本律子、碓井美穂、藤原博美

13:50-14:20（30分）
●看護師セッション
患者・家族・多職種を紡ぐ看護実践
－「看護師は何をしているのか」を、言葉
にする－
座長：立石 るか
演者：杉浦 康代、村上 成美

12:00-12:30（30分）
●音楽療法士セッション
ことばにならない想いに寄り添う ― 緩和
ケアにおける音楽療法体験
座長：柴田恵美
演者：野坂彩音

12:10

12:20

12:30

12:40

12:40-13:30（50分）
●ランチョン①
オピオイドを安全に使いこなすために  ―
病態・代謝・生活を見据えた多職種連携 ―
座長：蓮尾英明
演者：釆野優
共催：塩野義製薬株式会社

12:40-13:30（50分）
●ランチョン②
プライマリ・ケアと緩和ケアの統合
地域緩和ケアにおける家庭医の役割
座長：徳谷理恵
演者：鷹津英
共催：ファミリー・ホスピス株式会社

12:50

13:00

13:10

14:40

14:50

15:00

13:20

13:30

13:40

13:50

15:10 15:10-15:40（30分）
●リハビリテーション（理学療法士）セッ
ション
「QOLの最大化」：緩和ケアにおけるリハビ
リテーションの理論と実践
座長：宮川裕太郎
演者：中西俊祐

15:20

15:30

15:30-16:30（60分）
●シンポジウム４
標準治療だけでは届かない苦痛にどう向き
合うか 統合医療から学ぶ緩和ケアの新しい
視点
座長：大西佳子
演者：宇野さつき、西河潤、高橋可奈子

15:40

15:40-16:30（50分）
●スイーツセミナー
演題名：がん疼痛治療の新たな選択肢― 早
期から実践する薬物療法とIVR ―
座長：伴 敏信
演者：西尾福 英之
共催：第一三共株式会社

15:50
15:50-16:20（30分）
●薬剤師セッション
退院前カンファレンスにおける薬剤師介入
の実践
座長：田渕祐輔、三松史野
演者：高橋佳孝、二村直行

13:50-15:20（90分）
●パネルディスカッション２
コミュニティサポートによるがん患者のエ
ンパワーメント
座長：永井義浩
演者：永井義浩、平野ゆり、久保久子、
　　　田村惠子

13:50-15:20（90分）
●パネルディスカッション３
緩和ケアチームのための化学療法副作用
アップデート
座長：田渕祐輔
演者：土井俊文、坂口恵子、三松史野

14:00

14:10

14:20

14:30 14:30-15:00（30分）
●がん相談支援センターセッション
がんと共に働く患者を支える ― 患者・職
場・医療を紡ぐ相談支援センターの『両立
支援』
座長：相田貴子
演者：岡村理

17:00

17:10

9:20-10:20（60分）
●一般演題①
教育、看護

9:20-10:20（60分）
●フレッシャーズ①
看取り、退院支援

10:25-11:25（60分）
●一般演題②
在宅緩和ケア

10:25-11:25（60分）
●フレッシャーズ②
緩和ケア

11:30-12:30（60分）
●一般演題③
オピオイド

11:30-12:20（50分）
●フレッシャーズ③
教育、家族・遺族ケア

13:40-14:30（50分）
●一般演題④
神経ブロック、IVR

16:00

16:10

16:20

16:30

16:40

16:50

15:00-16:00（60分）
●パネルディスカッション４
アドバンス・ケア・プランニングの実践を
支援するパンフレットの活用を考える
― 京都府の取り組みの実態とこれからの活
動 ―
座長：藤原由佳
演者：吉岡とも子、吉岡亮、田上恵太

17:05-17:15
閉会式（優秀演題表彰含む）

13:40-14:30（50分）
●一般演題⑤
非がん、腎不全

14:35-15:15（40分）
●一般演題⑥
身体症状、薬物

14:35-15:45（70分）
●一般演題⑦
精神、スピリチュアル

15:20-16:00（40分）
●一般演題⑧
小児、AYA

15:50-16:40（50分）
●一般演題⑨
ACP

16:05-16:55（50分）
●優秀演題

特別講演

講演

シンポジウム

パネルディスカッション

ワークショップ

大会長企画

一般演題（口演）

一般演題（フレッシャーズ）

共催セミナー


